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年
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予
算
概
要
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農
家
の
ぺ
ー
ジ

容
水
田
利
用
再
編
対
策
：
㈲

内な
　
仲
人
さ
ん
に
感
謝
状
：
：
：
⑤

も
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
江
南
村
民
体
育
館
だ
よ
り
：
6

お　
お
し
ら
せ
と
あ
ん
な
い
：
：
ω

　
税
の
コ
ー
ナ
ー
・
：
：
：
・
：
⑧

様一言真一

　樋春南地区で行われている行事で、昔疫病

が流行した時始められたものです。

　毎月婦人と子供達が当番の家に集り、大数

珠を回して無病息災を祈ったあと、内と外で

大数珠を引合います。

　疫病神を屋外に引きだすため必ず外の子供

達が勝っことになっています。

（4月1日現在）2，165面積…22．34平方キロ世帯9，128（男4，570女4，558）〈村勢＞総人ロ
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第
一
回
定
例
村
議
会
は
、
三
月
十
二

日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
六
日
間
招
集
さ

れ
、
慎
重
に
審
議
の
結
果
、
五
十
四
年

度
一
般
会
計
予
算
、
水
道
事
業
特
別
会

計
予
算
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予

算
が
可
決
成
立
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

12億9干万円

般
会
計

一
國
囚
歳
入
の
お
も
な
も
の
は
、

　
　
　
　
　
村
税
の
四
億
一
千
六
百
八

十
二
万
円
、
つ
づ
い
て
地
方
交
付
税
の

四
億
一
千
万
円
で
す
。
そ
の
う
ち
村
税

に
つ
い
て
は
、
個
人
は
自
然
増
を
、
法

人
は
村
内
事
業
所
の
景
気
回
復
の
機
運

が
見
ら
れ
た
の
で
、
全
体
と
し
て
前
年

432

入〕

　　　　　1

〔歳

億円

に
比
べ
て
十
六
・
五
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
・
県
支
出
金
に
つ
い
て
は
、

老
人
医
療
費
、
保
育
所
児
童
、
児
童
手

当
等
の
社
会
福
祉
関
係
補
助
金
を
は
じ

め
農
業
構
造
改
善
事
業
、
道
路
整
備
事

業
補
助
金
な
ど
ほ
ぼ
確
実
な
事
業
に
つ

い
て
計
上
し
、
二
億
四
千
九
百
九
十
六

万
二
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
歳
入
総
計

で
は
十
二
億
九
千
四
百
十
七
万
一
千
円

と
な
り
ま
す
。

村　　　税 4億16，826千円 32．2％

地方交付税 4億10，000千円 31．7％

国・県支出金／ 　　’2億49，962千円 19．4％

村　　　債 50，000千円 3．9％

繰入　金 40，000千円 3．1％

地方譲与税 27，300千円 2．1％

自動車取得税交付金．25，180千円 1．9％

分担金及び負担金 22，456千円 1．7％

そ　の　他 52，447千円 4．0％

　
　
　
　
　
　
歳
出
の
お
も
な
も
の
を

圓
圏
項
目
別
に
見
る
と
、
次
の

　
　
　
　
　
と
お
り
で
す
。

　
農
林
水
産
業
費

三
億
一
千
五
百
四
十
二
万
九
千
円

　
こ
れ
は
歳
出
全
体
の
約
四
分
の
一
を

占
め
る
も
の
で
、
江
南
南
部
土
地
改
良

事
業
補
助
、
機
械
化
組
合
、
ハ
ウ
ス
団

地
組
合
、
種
子
セ
ン
タ
i
等
の
事
業
費

補
助
、
同
和
対
策
基
盤
整
備
事
業
、
農

道
整
備
事
業
等
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
教
　
育
　
費

二
億
五
千
七
百
六
十
一
万
一
千
円

　
学
校
教
育
や
社
会
教
育
を
進
め
て
い

く
う
え
で
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
費

用
で
あ
り
、
特
に
小
学
校
の
周
辺
整
備

費
と
敷
地
購
入
費
、
中
学
校
で
は
教
材

・
備
品
等
の
整
備
拡
充
を
は
か
る
た
め

の
費
用
、
幼
稚
園
舎
増
築
の
費
用
、
村

民
体
育
館
の
運
営
費
、
村
民
の
体
力
づ

く
り
の
た
め
の
費
用
な
ど
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
土
　
木
　
費

一
億
六
千
四
百
三
十
四
万
六
千
円

　
本
村
の
重
点
施
策
で
あ
る
生
活
環
境

整
備
の
観
点
か
ら
、
道
路
新
設
改
良
費

で
一
億
一
千
五
百
七
十
六
万
円
、
道
路

維
持
費
七
百
三
十
八
万
五
千
円
、
ま
た

都
市
計
画
費
一
千
百
七
十
八
万
七
千
円

な
ど
が
計
上
さ
れ
て
お
ゆ
ま
す
。

　
　
　
　
）
）

総
　
務
　
費

一
億
八
千
八
百
五
十
六
万
五
千
円

　
こ
の
費
用
は
、
人
件
費
、
庁
舎
維
持

管
理
費
、
事
務
的
経
費
を
は
じ
め
、
選

挙
費
や
集
会
所
建
設
費
な
ど
各
種
補
助

金
や
負
担
金
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
お
り

ま
す
。民

　
生
　
費

一
億
一
千
八
百
一
万
九
千
円

　
各
種
の
福
祉
事
業
を
推
進
す
る
た
め

の
費
用
及
び
、
老
人
医
療
給
付
費
、
保

育
所
運
営
費
、
老
人
セ
ン
タ
ー
負
担
金

な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
衛
　
生
　
費

四
千
七
百
十
七
万
一
千
円

　
村
民
の
皆
さ
ま
が
、
健
康
で
明
る
い

生
活
が
で
き
ま
す
よ
う
に
、
公
衆
衛
生

の
向
上
、
生
活
環
境
な
ど
の
対
策
費
と

し
て
、
住
民
検
診
お
よ
び
各
種
予
防
接

種
事
業
、
不
燃
物
の
収
集
、
ご
み
処
理

施
設
設
置
負
担
金
等
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
消
　
防
　
費

七
千
四
百
六
十
万
六
千
円

　
消
防
費
に
つ
い
て
は
、
熊
谷
地
区
消

防
組
合
負
担
金
五
千
七
百
五
十
三
万
七

千
円
と
非
常
備
消
防
団
諸
経
費
を
は
じ

め
、
消
火
栓
の
設
置
、
消
防
用
防
火
水

槽
新
設
、
水
道
管
布
設
替
工
事
費
な
ど

を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。
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一般会計予算

（

ρ＼

出〕

億円

〔歳

1234

24二4％3億15，429千円農林水産費

19．9％2億57，611千円教育費
14．5％1億88，565ギ両彰

12．7％1億64，346千円

9．1％1億18，019千円民生費
6．0％

総務費

77，621千円

5．8％

土木費

公債費
74，606千円消防費

3．6％47，171千円衛生費
4、0％50，803千円その他

　（3）広報こうなん

村民1人当りに
　　　使われる予算

1人当り1142，123円

訳■内

34，640円

28，290円

20，708円

18，048円

12，961円

8，524円

8，193円

5，180円

5，579円

費
費
費
費
費
費
費
費

産
水
育
務
木
生
債
防
生

林
農
教
総
土
民
公
消
衛

O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O

○そ　の他

村民1人が
　　　　負担する税

45，775円1人当り

■内　　訳

　○固定資産税　　21，198円

　○村民税　18，987円
　○たばこ消費税　　2，506円

　○電気税　1，987円
　Oその他　1．097円

／一へ、

　　！（

搾II水
道
事
業
特
別
会
計

　
　
二
億
二
千
百
三
十
万
七
千
円

　
水
道
事
業
特
別
会
計
は
「
収
益
的
収

入
及
び
支
出
」
と
「
資
本
的
収
入
及
び

支
出
」
と
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

収
益
的
収
入
及
び
支
出

　
こ
の
収
支
は
、
営
業
面
を
あ
ら
わ
す

も
の
で
、
収
入
は
、
水
道
使
用
料
、
受

託
工
事
収
益
、
そ
の
他
営
業
収
益
な
ど

で
、
一
億
三
千
八
百
九
十
三
万
二
千
円

を
見
込
み
ま
し
た
。

　
ま
た
支
出
は
、
原
水
費
、
給
水
配
水

費
や
職
員
の
給
与
費
、
減
価
償
却
費
な

ど
で
、
あ
わ
せ
て
一
億
三
千
三
百
七
十

七
万
六
千
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

資
本
的
収
入
及
び
支
出

　
こ
れ
は
資
本
構
成
を
表
わ
す
も
の
で

収
入
は
企
業
債
や
工
事
負
担
金
、
一
般

会
計
か
ら
の
負
担
金
な
ど
で
、
八
千
二

百
三
十
七
万
五
千
円
と
な
っ
て
お
り
、

支
出
は
、
建
設
改
良
費
や
企
業
債
の
償

還
金
な
ど
で
、
九
千
七
百
四
十
一
万
八

千
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

園
園
園
園
薗
園
園
解
園
薗
薗
園
園
薗
浬
薗
園
厨
園
園
醇
薗
園
薗
園
園
園
解
園
薗
園
園

　
　
　
　
国
保
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
一
億
九
千
三
百
六
十
五
万
七
千
円

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
き
ま

し
て
は
、
前
年
度
よ
り
十
四
．
五
六
％
　
　
出
円
％

増
の
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
億
九
千
三
　
　
支
千
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
7
8
2
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
4
　
　
　
　
　
7
　
　
　
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
　
　
　
　
出
6
5
円
費
54
％

欝
　
黙
円
　
円
　
蕊
千
麟

の
秀
　
　
　
　
千
　
　
千
％
　
　
　
　
療
－

他
4
α
　
　
　
　
7

の
ー

そ繰越金
11，066千円

　5．7％

113，621
58．7％

難
乳。

総
1
3
費
円

　
　
養
千
、
費

　
　
驚
顔
慧

　
　
高
1
5
助
7

百
六
十
五
万
七
千
円
を
計
上
い
た
し
ま

し
た
。
内
訳
に
つ
き
ま
し
て
は
、
円
グ

　
ラ
フ
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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曲蜘哀象a
撫嬰

水
田
利
用

眠
講
騰
藤
繕

”
鋤覇

再
編
対
策
に

　
　
ご
協
力
を

◎
奨
励
補
助
金
の

　
　
　
　
額
に
つ
い
て

齢
“
に
定
額
く
別
表
）
が
交
付
さ
れ
、
計
画

孫
加
算
額
と
は
・
籍
ぐ
る
み
の
転
作
率

　
㎜
　
（
あ
る
程
度
の
転
作
水
田
が
集
団
化
さ

　
　
れ
、
転
作
面
積
の
二
分
の
一
以
上
が
一

　
　
つ
か
二
つ
の
地
縁
的
な
ま
と
ま
り
で
転

　
　
作
さ
れ
る
こ
と
。
）
に
よ
っ
て
交
付
さ
れ

　
昨
年
は
、
農
家
の
皆
様
の
御
理
解
と

御
協
力
に
よ
り
、
本
村
の
転
作
目
標
面

積
を
二
四
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
も
上
廻
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
米
の
需
給
事
情
は
昨
年
に

も
増
し
て
厳
し
い
状
態
が
続
い
て
お
り

過
剰
米
は
増
え
る
一
方
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
態
が
続
け
ば
、
過
剰

米
の
処
理
の
た
め
に
膨
大
な
経
費
が
か

か
り
食
糧
管
理
制
度
は
崩
壊
し
て
し
ま

い
ま
す
。

　
本
事
業
も
二
年
目
を
迎
え
、
国
よ
り

示
さ
れ
た
転
作
目
標
面
積
は
昨
年
並
み

の
四
三
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
が
、
努

力
目
標
面
積
と
し
て
前
年
実
績
の
一
割

増
転
作
も
要
望
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

さ
き
の
よ
う
な
事
情
を
御
理
解
の
う
え

さ
ら
に
昨
年
実
績
の
一
割
増
転
作
を
御

協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。

る
額
で
す
。

　
五
十
四
年
度
転
作
水
田
で

　
　
　
　
　
特
に
留
意
し
て
頂
く
点

e
③
麦
に
つ
い
て

　
五
十
三
年
度
に
、
特
例
処
置
（
⑫
麦
）

と
し
て
す
で
に
奨
励
金
の
交
付
を
受
け

て
い
る
水
田
は
、
他
の
水
稲
以
外
の
作

も
う
す
ぐ
刈
り
と
り

種　　　　　　　　　類 基　　本　　額 計画転作による加算

転作・奨励補助金 （量に応じて定める額） （率に応じて定める額）

○特定作物：麦・大豆・飼料・そば 50，000円 10，000円～20，QOO円

O永年性作物：果樹・桑・アスパラガス 50，000円 10，000円～20，000円

○一般作物1野菜・こんにゃく・雑穀 50，000円 7，000円～13，000円

管理転作奨励補助金 35，000円 7，000円～13』000円

土地改良通年施行補助金 35，000円
（転作の場合）

※本表は、10アール当りで計算

物
を
現
地
確
認
時
に
作
付
け
し
て
な
い

場
合
は
、
対
象
外
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
し
か
し
、
水
田
が
違
う
と
こ
ろ
（

現
在
、
麦
の
作
付
け
が
し
て
あ
る
と
こ

ろ
等
）
で
前
年
度
に
奨
励
金
を
交
付
さ

れ
て
な
い
と
こ
ろ
は
対
象
に
な
り
ま
す
。

⇔
　
五
十
四
年
度
か
ら
は
、
③
麦
の
特

　
例
処
置
は
な
く
な
り
ま
す
。

日
　
農
協
預
託
水
田
に
つ
い
て
は
、
同

　
一
水
田
で
二
年
間
奨
励
金
の
交
付
が

　
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
新
た
に
預
託
す

　
る
水
田
は
今
ま
で
に
水
稲
が
作
付
け

　
ら
れ
て
い
た
水
田
を
行
っ
て
下
さ
い
。

『
報
償
金
の
交
付
』

　
村
で
は
、
支
部
ぐ
る
み
の
転
作
を
推

進
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
転
作
率
の
高

い
支
部
、
ま
た
は
、
転
作
モ
デ
ル
支
部

に
つ
い
て
は
、
一
支
部
五
万
円
以
内
で
、

五
支
部
に
、
転
作
推
進
費
と
し
て
、
報

償
金
を
交
付
す
る
予
定
で
す
。

『
種
子
代
の
補
助
』

　
前
年
に
引
き
続
き
、
特
定
作
物
の
う

ち
、
麦
庖
除
く
、
大
豆
、
飼
料
作
物
、

そ
ば
の
転
作
を
行
っ
た
農
家
を
対
象
に

種
子
購
入
費
の
二
分
の
一
を
補
助
致
し

ま
す
。

『
昭
和
五
十
四
年
産
米
の
政
府
買
入
れ

限
度
数
量
の
農
家
配
分
に
つ
い
て
』

　
方
法
と
し
て
は
前
年
と
同
じ
で
す
が
、

各
農
家
の
水
田
耕
作
面
積
を
基
礎
に
、

村
へ
配
分
さ
れ
た
数
量
を
比
例
配
分
致

し
ま
す
。
ま
た
、
転
作
予
定
水
田
の
面

積
は
、
米
穀
配
分
基
礎
面
積
へ
含
め
て

計
算
致
し
ま
す
の
で
、
転
作
面
積
が
多

い
か
ら
と
い
っ
て
、
米
穀
の
配
分
基
礎

面
積
は
減
額
致
し
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

転
作
協
力
農
家
へ
は
、
比
例
配
分
の
他

に
協
力
分
を
合
わ
せ
て
配
分
致
し
ま
す

の
で
、
転
作
面
積
が
多
い
ほ
ど
有
利
に

な
り
ま
す
。

母
の
日
に
感
謝
を

　
風
薫
る
五
月
ー
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
が
終
わ
る
と
、
第
二
日
曜
日
が
母
の

日
。
日
ご
ろ
の
お
か
あ
さ
ん
の
ご
苦
労

を
い
た
わ
り
、
母
の
愛
に
感
謝
す
る
日

で
す
。
感
謝
す
る
と
い
っ
て
も
、
贈
り

物
を
あ
げ
る
こ
と
だ
け
が
、
　
“
感
謝
”

で
は
な
い
は
ず
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
表

し
方
が
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
た
と
え
ば
、

日
ご
ろ
家
事
に
追
わ
れ
て
い
る
お
母
さ

ん
に
、
母
の
日
の
一
日
を
好
き
な
よ
う

に
使
う
、
　
“
自
由
な
二
十
四
時
間
”
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
も
素
敵
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
し
ゅ
う
と
め
や
実
家
の
母
な

ど
、
お
年
寄
り
を
ま
じ
え
た
一
家
の
み

な
さ
ん
で
“
わ
が
家
の
歴
史
”
と
し
て

母
の
歩
み
を
語
り
合
う
ー
そ
ん
な
母

の
日
の
過
ご
し
方
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
お
か
あ
さ
ん
が
遠
く
に
離
れ
て
お

住
ま
い
な
ら
、
五
月
は
休
日
も
多
い
こ

と
で
す
か
ら
、
小
旅
行
を
か
ね
て
訪
問

す
る
の
も
、
す
ば
ら
し
い
思
い
出
に
な

る
で
し
ょ
う
。

　
母
の
日
を
心
の
こ
も
っ
た
“
母
と
子

き
ず
な

の
絆
の
日
”
と
し
た
い
も
の
で
す
。
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仲
人
さ
ん
に
感
謝
状

　
農
業
後
継
者
縁
組
に

　
昨
年
一
年
間
に
、
農
家
へ
お
嫁
さ
ん

を
お
世
話
く
だ
さ
っ
た
仲
人
さ
ん
に
、

さ
る
四
月
十
一
日
功
労
を
た
た
え
る
た

め
感
謝
状
と
褒
賞
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
感
謝
状
な
ど
贈
ら
れ
た
か
た
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。

人
事
異
動
（
四
月
）

教教教教
頭諭諭諭

　
新
年
度
に
な
り
、
次
の
と
お
り
異
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

　
◎
教
職
員
異
動

　
江
南
北
小
関
係

教
頭
　
薗
萄
妻
沼
太
田
小

　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

荻
原
妙
子

木
村
宏

町
田
浩
子

田
口
正
雄

教
諭
　
鈴
木
隆
子

南
イ
か
ら

新
採
用

新
採
用

大
麻
生
小
学

校
教
頭
へ

熊
谷
大
幡
小

農業後継者媒始人及び婚姻届出者氏名
　　　　　　　　　　　　　（敬称略〉
媒　始　人
住所・氏名

婚姻届出者 媒　始　人
住所・氏名

婚姻届出者

成　沢

水野敏一
　マ友一水野　　秀子

秩父市中宮地

黒沢康男
　　　茂尾島　　照代

嵐山町杉山

新井英男
　　憲史中村
　　芳子

三　木

志村　　正
　　　茂高橋　　芳江

御正新田

橋本茂作
　　新一橋本＿　　房江

行田市若児玉

加崎光之助
　　明雄吉田　　正子

行田市旭町

原　　孝二
　　重夫武政
　　正江

狭山市上広瀬

泉　　　逞
　　憲彦今井
　知江子

三　本

新井忠重
　　正己新井
　　信子

上新田

新井理一
　　　稔神田　　友子

吹上町本町

西木賢男
　　　明瀬山
　　幸子

川本町瀬山

馬場重作
　　哲男長沢　　久江

小川町角山

大久保恵介
　　章男小林　　芳江

熊谷市玉井

最上光茂
　　　茂馬場昭江

野　原

岡田定一
杉蟻肇 大宮市本郷

木村利勝
　　勝美橋本　　涼子

　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
へ

教
　
諭
　
　
秋
元
春
枝
　
新
座
石
神
小

　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
へ

　
江
南
南
小
関
係

教
　
諭
　
　
野
部
玲
子
　
花
園
小
か
ら

教
　
諭
　
　
田
中
　
昇
　
三
郷
市
彦
成

　
　
　
　
　
　
　
　
小
か
ら

教
　
諭
　
　
荻
原
妙
子
　
北
小
へ

　
江
南
中
学
関
係

教
　
諭
　
　
平
松
隆
子
　
新
採
用

事
務
嘱
託
　
山
口
好
美
　
新
採
用

　
◎
役
職
員

　
教
育
委
員

　
飯
島
　
敏
宏
　
　
一
月
退
任

　
笠
原

　
区
長

上
新
田

上
押
切
　
松
本
芳
治
（
中
島

御
正
新
田
関
口
久
吉
（
橋
本

　
柴
　
柴
忠
一
（
富
田

試
験
場
　
入
江
　
壮
（
物
江

　
◎
村
職
員

総
務
課

総
務
課

税
務
課

建
設
課

産
業
課

教
委
会

　
満
　
　
三
月
就
任

　
　
（
カ
ッ
コ
内
前
任
者
）

福
田
義
次
（
岩
間
喜
久
一
）

彊宗信節
）平義郎
　　　）　　）　　）

橋
本
　
誠
也
（
税
務
課
）

塚
越
　
忠
雄
（
新
採
用
）

大
久
保
正
義
（
総
務
課
）

吉
田
　
克
己
（
新
採
用
）

水
野
　
　
薫
（
新
採
用
）

野
沢
　
昌
司
（
新
採
用
）

　　　・融　　‘騰儒　・翠箔　触．i触…　　　　　　藷門　　　　　・…罫　臓剛‘　　　　　‘騰門　　　　　’義　βi晶　‘≡賠｝■甑瀞隔　　．；心　憩揃‘
■一謄

謂凶

　　　五月晴れに大掃除を　　　　　　　　・池多　　　　　　li
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ii　カラッと晴れわたった五月晴れは、戸外に出て思　　　　　　　　　　！ロ露’、，　旨　　　　　　　　l

l饗難鵜∴霧1禦　　』梅贋豊　　ii
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きツにもってこいなのは、いうまでもないことですが、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
“生活の知恵”として覚えておきたいのは、大掃除　　たりしますが、それは大掃除のせいではありません。

をするのによい日だということです。　　　　　　　　　五月晴れというのは、もともとが冷たい移動性高
　冬の間は、とかく窓を閉めがちで、掃除をしても　　気圧なのですが、日中は日差しの強さのため、外気　i

ホコリは家具のスミや押し入れの中にたまります・　の冷たさを感じなくなっているのです・また・五月i
　また、暖房などにより外気との温度差が大きいた　　晴れの夜は、地表からの放射熱をさえぎる雲がない

め、壁や押し入れの中には湿りけがたっぷり。　　　　ため、急激に冷えてしまいます。それで、よけいに

そんなホコリや湿りけを追咄すには、五月晴れ　寒さを感じるのです・　　　　　　i
の日が最適です。外気は暖かく、湿度が低いので窓　　　五月晴れの日の夜は、農家の人々にとっても要注
を大きく開けて大掃除をしてください。　　　　　　　意。こんな日は、霜が降りやすく、やっと出た農作　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　ミ　また、衣服の虫干しにも適していますので大掃除　　物の新芽が霜でやられてしまったりするかりです。　i

といっしょに冬物の衣類の虫干しをして、夏物への　　　との晩霜と呼ばれる霜も、5月2～3日ごろの八
衣替えをするのもよいでしょう。　　　　　＋八夜をさかいに降りにくくなります・　　　
　大掃除に一日を費やして、夕方ホッとしていると、　　このころからは、だんだんと農作業をするのによ
何となく寒さを感じたりします。大掃除のせいで、　　い日和となり、「八十八夜の別れ霜」などと、こと

今まで自然の目ばりとなっていたホコリまでとって　　わざにもなっており、ところによっては稲の種まき

しまい、それでスキ間風が入ってくるのかなと思っ　　などの目安にしています。
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体
育
館
利
用
状
況

（
一
般
開
放
は
火
・
木
曜
日
）

　
況
人
人
人
）
人
人
人

状
5
0
0
況
1
0
1

用
9
8
1
状
9
8
1

利
”
1
2
用
2
7
9

放
”
”
”
利
”

開
“
”
”
体
”

般
月
月
月
団
月
月
月

一
1
2
3
（
1
2
3

　
こ
の
よ
う
な
利
用
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。
だ
ん
だ
ん

と
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
あ
い
て
い
る

日
が
多
い
の
で
、
村
民
の
か

た
が
た
大
勢
の
利
用
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

歩
こ
う
会

　
　
走
ろ
う
会
を

　
　
　
　
つ
く
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
■
の

　
　
　
0
／

　
　
　
　
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
”
（

　
健
康
の
た
め
と
は
い
え
、

一
人
で
始
め
る
に
は
な
か
な

か
勇
気
が
い
る
。
と
な
り
近

所
で
仲
間
を
み
つ
け
て
は
じ

め
ま
せ
ん
か
。
十
人
以
上
の

仲
間
が
で
き
た
ら
体
育
館
ま
で
お
話
し

く
だ
さ
い
。

　
利
用
者
の
声

　
健
康
の
た
め
に
以
前
か
ら
家
で
卓
球

を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
体
育
館
が
建
設

さ
れ
て
か
ら
は
、
毎
回
開
放
日
に
は
夫

婦
で
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
女
房
の
方
が
技
術
が
上
で
す
！

　
　
　
　
押
切
　
前
川
さ
ん
夫
婦

　
都
合
の
つ
く
限
り
利
用
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
立
派
な
体
育
館
を
利
用
し
な
け

れ
ば
損
で
す
よ
。
も
っ
と
皆
さ
ん
が
利

用
す
る
と
い
い
で
す
ね
。

　
　
卓
球
連
盟
に
も
加
入
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
板
井
　
小
沢
さ
ん

安全に走ろう
謬毒　

　
　
　
　
　
　
　
「
何
か
運
動
し
て
い
る
？
」

健康増進は

　
と
聞
か
れ
た
ら
、
マ
ラ
ソ
ン
と
答
え
る
人

が
増
え
て
い
ま
す
。
朝
早
く
か
ら
夜
お
そ
く

ま
で
、
公
園
や
道
路
を
せ
っ
せ
と
走
る
“
マ

ラ
ソ
ン
人
口
”
は
、
全
国
で
約
五
百
五
十
万

人
。
　
　
と
こ
ろ
が
一
方
で
、
マ
ラ
ソ
ン
に

よ
る
死
亡
事
故
も
増
え
て
い
ま
す
。
健
康
増

進
・
体
力
づ
く
り
の
た
め
の
マ
ラ
ソ
ン
で
、

命
を
落
と
し
て
は
何
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
機
会
に
、
　
“
健
康
マ
ラ
ソ
ン
〃
の
あ
り

方
、
ジ
ョ
ッ
ギ
ン
グ
の
方
法
な
ど
、
だ
れ
で

も
で
き
る
体
力
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
た
。

マ
ラ
ソ
ン
と
の
違
い

　
今
日
で
二
回
目
の
利
用
で
す
。
最
初

は
友
達
に
さ
そ
わ
れ
て
来
た
の
で
す
が
、

多
く
の
方
と
友
達
に
な
れ
て
た
の
し
い

で
す
ね
。

　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
好
き
で
す
！

　
　
　
　
　
板
井
　
宇
治
川
さ
ん

　
　
“
完
走
こ
そ
美
徳
”

　
　
　
　
　
　
　
　
は
危
険

　
マ
ラ
ソ
ン
中
に
倒
れ
た
り
、
ひ
い
て

は
死
亡
す
る
事
故
が
目
立
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
多
分
に
“
健
康
マ
ラ
ソ
ン
〃

に
対
す
る
〃
誤
解
〃
に
基
づ
く
場
合
が

多
い
よ
う
で
す
。

　
そ
も
そ
も
マ
ラ
ソ
ン
は
、
四
十
一
丁

一
九
五
キ
ロ
を
い
か
に
早
く
速
く
走
る

か
と
い
う
「
競
争
」
な
の
に
対
し
、
体

力
づ
く
り
が
目
的
で
走
る
場
合
は
、
勝

敗
や
記
録
を
争
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
、
マ
ラ
ソ
ン
と
い
う
よ
り
は
単

に
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
い
う
べ
き
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
健
康
・
体
力
づ
く
り
の

た
め
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
、
・
マ
ラ
ソ
ン
と

区
別
す
る
意
味
で
、
ジ
ョ
ッ
ギ
ン
グ
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
ジ
ョ
ッ
ギ
ン
グ
と
は
、
マ
イ
ペ
ー
ス

で
、
全
身
の
力
を
抜
い
て
ゆ
っ
く
り
走

る
こ
と
で
、
一
般
に
は
「
し
ゃ
べ
り
な

が
ら
走
る
ス
ピ
ー
ド
」
と
さ
れ
て
い
ま

す
。　

と
こ
ろ
が
、
健
康
の
た
め
と
は
い
え
、

い
っ
た
ん
走
り
出
す
と
“
完
走
こ
そ
美

徳
〃
の
考
え
方
に
と
ら
わ
れ
、
途
中
で

棄
権
す
る
“
勇
気
”
を
な
く
し
が
ち
で

す
。
初
心
者
ほ
ど
、
こ
の
傾
向
が
強
く
、

健
康
の
た
め
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
、
逆
に

命
と
り
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
自
分
の
体
力
や
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を

無
視
し
て
、
し
ゃ
に
む
に
走
っ
て
は
、

害
は
あ
っ
て
も
体
の
た
め
に
は
一
つ
も

よ
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
体
力
づ
く
り
は
ジ
ョ
ッ
ギ
ン
グ
で
l

I
を
お
忘
れ
な
く
。

）

）

）
v
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税のコーナー
主
婦
の
パ
ー
ト
と

　
　
　
　
　
税
金

　最

近
は
、
パ
ー
ト
で
働
き
た

い
と
い
う
主
婦
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
パ
ー
ト
収
入
と

い
う
と
内
職
や
外
交
員
の
収
入

な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

こ
こ
で
は
主
婦
の
パ
ー
ト
収
入
が
給
与

だ
け
の
場
合
、
所
得
税
が
ど
の
よ
う
に

な
る
か
を
説
明
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

パート収入と所得税

パートの

年収

夫の所得
から配偶

者控除が

パート収
入に所得

税が

70万円

　　以下

受けられ

る

かからな

い

70万円超
79万円

　　以下

受けられ

　　ない

かからな

い

70万円超
受けられ
　　ない かかる

灘艦㌧
2

ρ
の

　
も
　
　
　
ノ

窃の
⑪

コや

　
図
の
よ
う
に
、
パ
ー
ト
収
入
が
年
問

七
十
万
円
（
月
平
均
約
五
万
八
千
三
百

円
）
ま
で
は
、
奥
さ
ん
に
も
税
金
は
か

か
り
ま
せ
ん
し
、
ご
主
人
の
所
得
か
ら

配
偶
者
控
除
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
年
間
収
入
が
七
十
万
円
を
超
え
七
十

九
万
円
ま
で
の
場
合
は
、
税
金
は
か
か

り
ま
せ
ん
が
、
配
偶
者
控
除
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
七
十
九
万
円
を
超
え
ま
す
と
税
金
も

か
か
り
ま
す
し
、
配
偶
者
控
除
も
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
税
務
署
か

税
務
相
談
室
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ま
ち
が
い
や
す
い
印
紙
税

　
私
た
ち
は
毎
日
の
生
活
の
な
か
で
い

ろ
い
ろ
な
文
書
を
作
っ
た
り
も
ら
っ
た

り
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
文
書
の
な
か

に
は
、
不
動
産
売
買
契
約
書
や
借
用
証

書
、
領
収
書
な
ど
分
よ
う
に
、
印
紙
税

が
か
か
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
印
紙
税
の
中
で
も
特
に
間

違
い
や
す
い
場
合
に
つ
い
て
説
明
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

△
　
請
求
書
に
「
相
済
」
、
　
「
ア
」
な

　
ど
と
書
い
た
も
の
は
、
金
銭
の
受
取

　
書
と
し
て
印
紙
税
が
か
か
り
ま
す
。

△
　
後
で
正
式
な
領
収
書
を
発
行
す
る

　
こ
と
に
な
っ
て
い
て
も
、
仮
領
収
書

　
に
は
、
収
入
印
紙
を
は
ら
な
け
れ
ば

　
な
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
後
で
発

　
行
す
る
正
式
な
領
収
書
に
も
印
紙
税

　
は
か
か
り
ま
す
。

△
　
一
つ
の
契
約
に
つ
い
て
、
契
約
書

　
を
何
通
も
作
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

　
契
約
者
の
署
名
や
押
印
が
あ
る
も
の

　
は
「
写
」
、
　
「
副
本
」
な
ど
と
表
示

　
し
て
あ
っ
て
も
、
収
入
印
紙
を
は
ら

　
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

△
　
覚
書
、
念
書
、
差
入
書
の
よ
う
な

　
文
書
で
も
、
契
約
内
容
を
証
明
す
る

な
ん
だ
良
い
天
気
に

コ
ド
モ
が
家
の
中
に

い
る
な
ん
て
”

癒
，捻

“諭オジ
イ
サ
ン
と
外
で

散
歩
だ
鰻

イ
ヤ
だ
ア

侍欝

　
　
　
　
総
謙

散
歩
よ
り
マ
ラ
ソ
ン
が

い
い
よ

桝
惨
砥
・

だ
ま
つ
て
り
や

　
　
　
よ
か
つ
た

あ
あ
ク
ル
シ
ィ
“

　
も
の
は
、
契
約
書
と
し
て
の
収
入
印

　
紙
を
は
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

H
印
紙
税
と
し
て
定
め
ら
れ
た
金
額

以
上
の
収
入
印
紙
を
誤
っ
て
は
っ
て
し

ま
っ
た
と
き
は
、
そ
の
文
書
を
税
務
署

に
提
示
し
て
、
還
付
の
請
求
の
手
続
を

し
て
く
だ
さ
い
。
誤
っ
て
納
め
た
印
紙

税
額
は
戻
り
ま
す
。

　
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
税
務
署
か

税
務
相
談
室
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

“
軽
自
動
車
等
の
税
金
改
正
”

　
本
年
度
よ
り
軽
自
動
車
な
ど
の
税
金

が
次
の
よ
う
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

原
付

自
転
車

五
〇
㏄
以
下

七
〇
〇
円

五
一
㏄
～
九
〇
㏄

一
、
一
〇
〇
円

九
蕎
主
二
五
㏄

｝
、
四
五
〇
円

軽
自

動
　
車

農
耕
用

（
悲
蓼
）

一
、
四
五
〇
円

二
輪
の
も
の

（
二
五
〇
㏄
以
下
）

二
、
二
〇
〇
円

三
輪
の
も
の

二
、
八
五
〇
円

乗
用

営
業
用

五
、
二
〇
〇
円

自
家
用

六
、
五
〇
〇
円

貨
物

営
業
用

二
、
九
〇
〇
円

自
家
用

三
、
六
五
〇
円

自
動
二
輪
車

（
小
型
二
輪
車
）

三
き
六
五
〇
円

そ
の
他

（
フ
ォ
歩
リ
フ
ト
等
）

四
、
三
〇
〇
円

　ゆ15月の納税　1
噛定資産税1

　　　1期分i

軽自動車税l
l　　　　　　　l

l納甥31日i

◇納税で築く1
　明るいわが郷土◇1
些　　　　　　　　　　　　圃酬夢

、く＞◇◇今

・鐵

合蟹
撒点織
㈱

　
問
う
は
一
時
の
恥
、
問
わ
ぬ
は
末
代

の
恥
と
心
得
た
男
、
机
の
上
の
唐
獅
子

の
文
鎮
を
み
て
、
「
こ
れ
は
何
で
ご
ざ
い

ま
す
」
と
聞
く
と
、
「
文
鎮
で
す
よ
」
と

教
え
ら
れ
た
。
一
つ
物
知
り
に
な
っ
た

ワ
イ
と
大
喜
び
。

　
そ
の
後
お
社
に
参
詣
し
た
時
、
左
右

の
大
き
い
唐
獅
子
を
み
て
得
意
顔
に
「

イ
ヤ
、
こ
れ
は
大
き
な
文
鎮
だ
」
と
言

っ
た
。

旛が・，簸
　
よ
く
聞
き
も
せ
ず
早
合
点
を
す
る
と

こ
ん
な
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
す
ま
い
。

　
選
挙
に
つ
い
て
も
ほ
ん
と
う
の
選
挙

の
意
味
を
よ
く
よ
く
十
分
に
話
し
あ
っ

て
知
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

（二

）

（
、
声、

へ




